
コード

記入日：

平成 年度

　

　

H 23 ～ H 33

① 改良延長

②

③

①

②

7,000 7,000

103020122コード

700 700 4,200

0.1 0.6

人 件 費 単 価 千円 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000

従 事 職 員 数 人 1.1 0.1 0.1

千円 7,700 700 700 4,200700 700 700

50,000

0.1 0.1

33,700 700 700一 般 財 源 千円 40,700

そ の 他 千円

起 債 千円

50,000 291,000

県 補 助 金 千円

50,000 291,000

Ｃ
の
財
源
内
訳

国 補 助 金 千円 491,000 50,000 50,000

50,700 295,200

直接事業費 A 千円 524,000 33,000 50,000 50,000 50,000

総事業費Ｃ　（A+B） 千円 531,700 33,700 50,700 50,700 50,700

成果指標

200 200 1282

単位
全体計画

200 200

本路線は、国道３８４号中ノ浦地区と県道有川奈良尾線浜串地区を結ぶ幹線
道路であるが、幅員が狭小で急カーブも多く路面の老朽化が著しい状態であ
る。改良することにより、石油備蓄基地の有事の際に避難路として、また物資
の輸送路を確保する。医療機構の再編も進められており、利用者の交通の
安全を確保し、地域住民の利便性の向上を図る。

③

改良率

（成果指標名称） （成果指標数値） （指標積算根拠） （目標達成年度）

対象：誰、何を対象にしているのか 対象指標：対象の大きさを表す指標

目的：何をしたいのか 成果指標：目的の達成度を表す指標

（目標達成年度）

事業の概要：具体的なやり方、手順、詳細を記入 活動指標：事務事業の活動量を表す指標

2,082.0ｍ
道路新設　Ｌ＝２，０８２．０ｍ 　幅員Ｗ＝４．０ｍ
全体事業費　５２４，０００千円
Ｈ２３年度（測試費）　３３，０００千円
Ｈ２４年度～３３年度　各年度　５０，０００千円

関連計画 　新上五島町振興計画 法令・条例規則等

事務事業コード 1030201 細目コード

2

基本事業コード 10302 目コード 3

施策コード 103 項コード

岩本靖志担当者

年度

平成２８年度以降

総合計画の位置付け 財務会計の位置付け

政策コード 1 款コード 8

22

～ 平成平成 23 年度

103020122

事業種類 継続事業

事業期間

評価対象事業名称 町道中ノ浦1･2号線改良事業

作成年度

課コード 118

H22.10.20

（活動指標名称） （活動指標数値） （指標積算根拠）

事 務 事 業 事 前 評 価 表
課　名 土木課

課長名 石司貴英

33

内
訳

人件費　B

平成２２年度 平成２３年度

活動指標

ｍ 2,082 （2082）

平成３３年度＊＊＊

＊＊＊ ＊＊＊ 平成３３年度

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

政 策 名 称

施 策 名 称

基本事業名称

事務事業名称

にぎわいを創る地域交流の促進

しまを支える交通基盤づくり

安全で快適な道路整備

単独事業費（道路）

（対象指標１）

（対象指標２）

交通量　１００台／日（対象１）

（対象２）

新上五島町が管理する道路の利用者

計画（PLAN) 

実施（DO) 



　

３次

※３次評価については、住民等の意見があった場合にのみ、再公表するものとする。

  

町の対応

 

●  

住民等の意見

●   事業内容を見直して事業を実施する

次年度以降に計画どおり実施する

次年度以降に計画を見直して実施する

次年度以降に類似事業と整理統合して実施する

  類似事業と整理統合して実施する

事業費を増額して事業を実施する

計画どおりに事業を実施する

１次 ２次

   

事業採択結果

１次 ２次 ３次

  

 

２次評価 中ノ浦地区内の2本の道路については、改良を要するものをどちらか一方の選択とすること。

評価項目 内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容

１
次
評
価

事業の緊急性・必
要性

本路線は、国道３８４号中ノ浦地区と県道有川奈良尾線浜串地区を結ぶ幹線道路であるが、幅員が狭小で急カーブも多く路面の
老朽化が著しい状態である。改良することにより、石油備蓄基地の有事の際に避難路として、また物資の輸送路を確保する。医療
機構の再編も進められており、利用者の交通の安全を確保し、地域住民の利便性の向上を図る必要がある。

類似事業との関連 単一事業である。

費用対効果 道路を改良することにより利用者の安全な交通の確保を図る。

  当分の間は実施しない 事業費を減額して事業を実施する

評価（CHECK) 


